
同志社大学 良心学研究センター主催 公開シンポジウム in Tokyo 
 

メディアと良心	 
 
	 世界では、良心が痛むような出来事が途切れることなく起こっていま

す。そうした出来事を私たちは各種のメディアを通じて知ることができ

ますが、情報を伝える側にも、それを受ける側にも、時として様々な倫

理的葛藤が生じます。国際報道では、危険地域における安全確保と報道

の責任（自由）の間でギリギリの選択が迫られる場合があります。また、

今年 1 月にパリで起こったシャルリー・エブド襲撃事件では、読者（視
聴者）が知りたいと思うことをすべて伝えるべきなのか、あるいは、表

現の自由は制限を伴うべきなのか、といった議論もなされました。 
	 このシンポジウムでは、良心をキーワードに、一線のジャーナリスト

の方々と共に、メディアにおける現状と課題を多面的に探っていきます。 

● 日時：2015年9 月26 日（土）14時〜16時 

● 場所：同志社大学 東京オフィス セミナー室 
 
パネリスト： 
	 小原 克博（同志社大学 神学部 教授、良心学研究センター長） 
	 会田 弘継（共同通信社 客員論説委員、青山学院大学 地球社会共生学部 教授） 
	 石合 力（朝日新聞社 国際報道部部長） 
	 伊奈 久喜（日本経済新聞社 特別編集委員、同志社大学 客員教授） 

 
 
 

良心を世界に——良心を覚醒させる知の連携と知の実践	 

同志社大学	 良心学研究センター 

http://ryoshin.doshisha.ac.jp  
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パネリスト	 略歴	 

 
小原	 克博（こはら・かつひろ） 
	 1965 年、大阪生まれ。同志社大学大学院神学研究科博士課程修了。博士（神学）。
現在、同志社大学神学部教授、良心学研究センター センター長。日本宗教学会 理事、
日本基督教学会 理事、宗教倫理学会 評議員、京都民医連中央病院 倫理委員会 委員
長も務める。一神教学際研究センター長（2010-2015年）、京都・宗教系大学院連合 議
長（2013-2015年）等を歴任。専門はキリスト教思想、宗教倫理学、一神教研究。 
	 著書として『宗教のポリティクス──日本社会と一神教世界の邂逅』（晃洋書房、

2010年）、『神のドラマトゥルギー―自然・宗教・歴史・身体を舞台として』（教文館、
2002 年）、『原理主義から世界の動きが見える――キリスト教・イスラーム・ユダヤ
教の真実と虚像』（共著、PHP研究所、2006年）などがある。 
 
会田	 弘継（あいだ・ひろつぐ） 
	 1951年生まれ。東京外国語大卒。1976年共同通信入社、静岡、神戸支局、大阪支
社社会部を経て 86 年外信部へ。ワシントン特派員、ジュネーブ支局長、ワシントン
支局長、論説委員長、特別編集委員を務め、2015 年から青山学院大教授・共同通信
客員論説委員。東京外国語大や上智大非常勤講師、日本記者クラブ理事などを務めた。

同志社大一神教学際研究センター・リサーチフェロー、米誌 The American Interest
編集委員。著書に『追跡・アメリカの思想家たち』（新潮選書）『戦争を始めるのは誰

か』（講談社新書）、訳書にフランシス・フクヤマ著『政治の起源』などがある。 
 
石合	 力（いしあい・つとむ） 
	 朝日新聞国際報道部長。 
	 1988年入社。大阪社会部、外報部などを経て、1996年からワシントン特派員、98
年から 2001 年まで中東アフリカ特派員（カイロ）、政治部を経て、02 年からアメリ
カ総局員として再びワシントンに赴任。イラク戦争などを取材。政治部次長、国際報

道部次長、ＧＬＯＢＥ副編集長などを経て、2011 年 1 月から中東アフリカ総局長と
して、「アラブの春」に揺れる中東各国を現地取材。パレスチナ、シリア、イラク、

リビアなど取材した国・地域は約 90に及ぶ。2013年 6月から現職。共著に「核兵器
廃絶への道」（朝日新聞社）、「グアンタナモ収容所で何が起きているのか」（合同出版）

ほか。カイロ・アメリカン大、慶応大、早稲田大、同志社大、東京外大、明治学院大

などで中東問題、メディア論などについて講義。同志社大一神教学際研究センター、

同・良心学研究センター研究員。 
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伊奈	 久喜（いな・ひさよし） 
	 日本経済新聞特別編集委員、同志社大学客員教授。 
	 1953年東京生れ。1976年早稲田大学政治経済学部卒、同年日本経済新聞社に入社。
政治部、ワシントン支局、米ジョンズ・ホプキンズ大学高等国際問題大学院（SAIS）
外交政策研究所を経て 1994年から論説委員、同副委員長として社説、コラム「春秋」
を執筆、2010 年から現職。1993 年からコラム「風見鶏」を書き続けている。2011
年 1月から日経電子版に「日米外交 60年の瞬間」を長期連載中。担当分野は外交・
安全保障政策。1998 年度ボーン・上田記念国際記者賞を受賞。青山学院大学、聖心
女子大学、同志社大学大学院、早稲田大学で教鞭をとる。著書に「戦後日米交渉を担

った男	 外交官・東郷文彦の生涯」（中央公論新社、2011 年）「外交プロに学ぶ修羅
場の交渉術」（新潮新書、2012）など。 
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小原克博（同志社大学	 神学部教授、良心学研究センター長）	 

 
	 

メディアと良心──変化する世界を「共に知る」ために	 

	 

１．良心学研究センターの設立の背景と目的	 	 

１）新島襄と良心──同志社の良心教育 
２）良心を世界に──良心を覚醒させる知の連携と知の実践 
	 良心とそれに隣接する諸概念（道徳、倫理、利他主義、宗教、グローバル・エシッ

クス、宗教間対話、等々）を用いながら、異なる学問領域を連携させ、共通の課題を

明確し、問題解決への道（良心の実践）を示す。 
 
２．	 「良心」とは何か	 

１）西洋における「良心」の系譜 
conscience←conscientia (コンスキエンティア、ラテン語)＝ con (共に)＋ scire (知る)  
	 	 	 	 	 	    συνείίδησις (シュネイデーシス、ギリシア語) 
	 	 	 	 	 	  ＝ συν (共に)＋ εἴδω (知る、見る、認識する、考える)  
２）誰と「共に知る」のか？  
①自己の内面的な対話（内なる他者との対話）	 ＜自律的的良心＞  
	 ストア派（キケロ、セネカら）──理性と自由に良心の根源を求める。この考えは

近世以降、再度強くなっていく（デカルト、カント、ニーチェら）。 
→ 西洋のリベラリズム、政教分離（私的領域と公的領域の分離） 
【問い】内的な良心に基づけば、すべての行為が許されるのか？ 
②他者と「共に知る」	 ＜他律的良心・社会的良心＞ 
③神と「共に知る」 	 ＜神律的良心＞ 
	 中世カトリック教会（教会の権威）、プロテスタント教会（良心・信教の自由）  
 
３．変化する世界を「共に知る」──メディアと良心の現代的課題	 

１）人類史の中のメディア──「つなぐ力」としてのメディア 
２）価値の対立をとりなす力としての良心 
	 西洋的な起源や経緯に限定されない良心の展開  
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会田	 弘継（共同通信社	 客員論説委員、青山学院大学	 地球社会共生学部	 教授）	 

 
 
 
メディアの「職業倫理」（あるいは職業意識）と一般市民の「倫理」のずれ	 

	 	 	 	 	 	 	 取材を放棄してでもするべきことはあるのか？	 

	 	 	 	 	 	 	 取材は「遵法」を常に求められるか？	 

	 

なぜ、ずれがあるのか。	 

	 	 	 	 	 	 近代ジャーナリズムの基本思想は？	 

	 	 	 	 	 	 この２世紀の「自由主義プロジェクト」	 

	 	 	 	 	 	 自由主義プロジェクトの構造	 

	 	 	 	 	 	 それぞれが職業の完成を追求することによる調和	 

	 	 	 	 	 	 「野心と野心を戦わせる」	 

	 	 	 	 	 	 ムハンマド風刺と「表現の自由」	 

	 

メディアの「良心」は時代とともに変遷？	 

	 	 	 	 	 	 職業の完成形態は時代により異なる	 

	 	 	 	 	 	 高度成長とキャンペーン→市民の側に立つ	 

	 	 	 	 	 	 成熟期と調査報道	 

	 	 	 	 	 「歴史の終わり」とメディア	 

	 

メディアも市民か、が問われたケース	 

	 	 	 	 	 原発事故—安全と報道	 

	 	 	 	 	 組織の命令か、読者・市民の命令か	 

	 	 	 	 	 「パニックを引き起こすな」	 

	 

「良心的メディア」の自己満足	 

	 	 	 	 	 反骨ジャーナリストは本当に偉いか？	 

	 	 	 	 	 メディアの役割と「孤高」の良心	 

	 

（注）発表内容は個人の意見であり、所属組織の見解ではありません。	 
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石合	 力（朝日新聞社	 国際報道部部長）	 

 
 
 

	 最近の具体的事例を踏まえて、メディアにおける「良心」と報道の責務との関係に

ついて、論考する。	 

	 

◇現場取材の必要性と外務省の「邦人退避勧告」～シリア、イラクの事例から	 

	 シリア、イラクなど紛争地での取材をめぐり、現地取材を続けるメディアに対して、

外務省などによる批判、圧力が出ている。外務省による「退避勧告」はメディアにも

当てはめられるべきか。	 

	 

◇フリー・ジャーナリストの取材と外務省による旅券没収	 

	 後藤健二さん殺害事件の後、シリア、トルコを取材しようとするフリー記者がトル

コで入国を拒まれるケースが相次いでいる。また、シリアに渡航しようとしたフリー

のカメラマンの旅券が没収されるケースもあった。こうした「制限」は正当化される

だろうか。	 

	 

◇事件、事故の当事者を取材するメディアは排除されるべきか	 

	 アルジェリア・ガスプラントでの人質事件、ルクソールでの気球墜落事故、チュニ

ジア・チュニスの博物館テロなど、邦人が海外で事件や事故に巻き込まれるケースが

相次いでいる。こうした事件、事故の当事者は取材すべきか、メディアは取材を控え

るべきか。	 

	 

◇テロか、占領への「抵抗」か～パレスチナ問題をめぐる論考	 

	 「テロとの戦い」「過激派による爆弾テロ」。メディアに出てくる「テロ」とはいっ

たい、どう定義づけられるべきだろうか。無差別に市民を殺傷することがテロだとす

れば、中東で最も大きなテロ行為とは。	 

	 

◇メディアが「遺体」を載せないことの是非論～シリア難民の少年など	 

	 日本のメディアは例外的なケースを除けば、原則として「遺体」の映っている写真

を使うことはない。この措置は正当化されるだろうか。現実の悲惨さをむしろ遠ざけ

ていないだろうか。	 
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伊奈	 久喜（日本経済新聞社	 特別編集委員、同志社大学	 客員教授）	 

	 

	 

反権力はメディアの良心か	 

	 

	 メディアあるいはジャーナリストの良心を考える時、安易にいきつく回答は「反権

力」です。安保関連法案に反対の論陣をはった記者たちの意識にも多かれ少なかれ、

それはあったのでしょう。 
	 メディアあるいはジャーナリストは反権力でなければならないのか。答えは yes 
and noでしょう。メディアあるいはジャーナリストの良心は反権力とイコールでは
ない。メディアあるいはジャーナリストの良心は、読者のために秘密を暴露して事実

をさらし、現代の神話を破壊すること私は考えます。 
	 肩をいからせて反権力報道をすることよりも、多くの人が気づいていなかった事実

を提示することで民主主義社会を守る。それがメディアあるいは個々のジャーナリス

トの良心です。 
	 何のための反権力か。権力は必ず悪さをするとの前提。それは認識しておく必要が

ある。しかし具体的に悪さをしているかどうかを発見するのはメディアの機能。それ

なしにいつも反権力だと、権力が右と言えばメディアは左、権力が左と言えばメディ

アは右となり、メディアは良心を見失い、権力に振り回される。 
	 権力それ自体の内容も、民主的に選ばれた場合とそうでない場合とは当然違う。要

はイドラに陥らないことだ。（史料１） 
・ハネムーンというイドラ（史料２）。Ｍ社のＹ記者と立花隆。 
・歴史が蓄積したイドラ（史料３）	 ワイツゼッカー演説 
・「戦後レジーム」というイドラ（史料４） 
・国会で蓄積したイドラ（史料５） 
・チャイナマネーというイドラ（史料６） 
  
	 相手が権力であれ、反権力という名の権力であれ、事実をもってイドラ、言い換え

れば神話を破壊することがジャーナリストの良心である。 
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【資料１】 

【資料３】 
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【資料２】 
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【資料６】 


